
（別紙３）

～ 令和7年9月19日

（対象者数） 32 （回答者数） 9

～ 令和7年9月16日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・障がい特性に関する知識をチーム全体で高めて

いくため、定期的に支援会議の中で研修や事例検

討を実施していきたいと考えている。

2

・支援者が相手に伝わりやすい言葉や、具体的な

質問を意識して用いることで、保護者とのよりよ

い連携の充実を図っていきたい。

3

・安全への取り組みをより多くの方に知っていた

だくため、SNSや掲示板などを活用して情報発信

を行っていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・空間を有効に活用し、こどもが安心して過ごせ

る環境を常に考え、構造化を進めていきたい。

2

・保護者・利用者のニーズを踏まえ、自立課題中

心の月と小集団活動中心の月を設定するなど、バ

ランスを取りながら取り組みを進めていきたい。

3

・地域のイベント等に積極的に参加し、地域の

方々と顔の見える関係づくりを行っていきたい。

・こども食堂「たまりば吉備中央」の活動を地域

の公民館などでも実施し、地域の方が参加しやす

い環境を整えていく提案を進めたい。

○事業所名 つむぎ大和（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和7年9月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年9月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年10月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

地域との交流する機会が少ない

・事業所周辺の地域資源を十分に把握できていな

い。

・こども食堂「たまりば吉備中央」として地域の方

を招く機会はあるが、事業所側から地域へ出向いて

活動する機会が少ない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

子どもの活動スペースが限られている
・事業所の構造上、動かせない壁などがあり、活動

スペースの構造化に制限がある。

平日に集団療育の実施が難しい

・個別ワークのニーズが高い。

・来所時間が平均15時頃であり、個別課題や宿

題、自立課題などを行うと時間が限られる。

療育に携わる職員間での情報共有や連携が密に行わ

れている。

・毎日の連絡会において、療育中の注意点や気づき

を共有している。

・週1回の支援会議において、支援者全員で個別支

援計画の共有を行い、利用者一人ひとりのアセスメ

ント状況を確認し、今後の課題を整理している。

日頃より保護者様との連携が積極的に行えている。

・申し送りの際に、その日の出来事や、個別療育で

見られた成長点・課題点を保護者へ伝達している。

・子どもの発言から気になる言葉が出た場合は、そ

の日のうちに保護者と共有し、今後の対応を相談で

きている。

事業所の安全対策が行われている。

・各委員会が設置され、マニュアルやBCPの策定が

なされている。

・毎月の避難訓練や、各委員会委員長による職員研

修を年1回以上実施している。

・ヒヤリハットの書式を活用し、療育環境の更なる

改善に取り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


